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序

昭和4 5年11月 スモ ン調査研究協議会研究報告書第1集を発刊してから約

半ク主，臨床，病原，病理の各班の研究報告書を相次いで刊行するK至ヲたと

とは，会の世話役として大変喜ばしいととである。

さて昭和4 5年度は「スモ ンの病因と治療K関する特別研究J vc対し，厚生

科学特別研究費5,0 0 0万円が認められ，引続きその研 究が謂査研究協議会K

委託された。

調査研究協議会の研究方針は，原因不明疾患の研究の常道Kよってmulti­

disciplinary の原則に従い，可能左限り，また考え得る限り各方面から，

それぞれの専門家の手Kよって，アプロ ー テを試みたわけである。

従 って研究珪員の数も，昭和4 4年度の分K対し，2 3名が新たK追加され，

総計6 4名と左 った。

これら研究班員各位の問題解決陀対する熱意と努力の結果として， スモ ンの

病因究明K対する多くの有力左手掛りが，昭和4 5年度の研究から生れてきた。

との網Kかかった最も大き左魚はキノホルムであるといえよう。とくK，調査

研究協議会の研究成果に基いて，昭和4 5年9月8日キノホノレム発売中止の処

置が，政府によって行われてから スモ ン患者の発生が激波をみたととは特筆し

左〈ては左ら左い。

もと より現時点K沿いてはキノホノレムを原因と断定するのは時期尚早ではあ

るが、 スモ ン発症K対する影響はもはや何人も否定でき左いと思われる。しか

しななウイノレ ス ， マ イコプラズマ，腸内細菌左どの微生物因子や農薬の影響 左

どKも考慮を払いつつ研究を推進し 左くては左 ら左い。

病因研究の華々しさK対比して，治療研究の成果が少左いのは遺憾であるが，

事の性質上止むを得左い面がある。しかし，少しづっではあるが，地道 左努

力が治療やレハピリテーシヨンの改善K払われ，成果が現われつつある。

守ム
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